
福井コンピュータホールディングス株式会社
2018年3月期第2四半期 決算説明資料

業績ハイライト

（単位：百万円）
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売上高 経常利益 / 純利益
（単位：百万円）

 7期連続増収増益
 売上高・利益は中間決算の最高を更新
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連結業績の概要
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（単位：百万円）

 売上高・利益は、当初計画及び前年同期を上回り、増収増益
 売上高は、主に測量土木CAD事業の売上が増加

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率
第２四半期
（計画）

売上高 4,994 5,510 +515 +10.3% 5,070

営業費用 3,377 3,596 +219 +6.5% 3,480

営業利益 1,617 1,913 +295 +18.3% 1,590

営業外損益 19 21 +2 +10.2% 15

経常利益 1,637 1,935 +297 +18.2% 1,605

特別損益 － － － － －

法人税等 587 689 +102 +17.5% 560

四半期純利益 1,050 1,245 +195 +18.6% 1,045

売上高の内訳
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（単位：百万円）

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

ソフトウェア 2,747 3,164 +416 +15.2%

保守サービス 1,757 1,889 +132 +7.5%

商品 207 253 +45 +22.0%

その他 282 203 △79 △28.0%

合計 4,994 5,510 +515 +10.3%

 ソフトウェアは、建築、測量・土木ともに増加
 保守サービスも、建築、測量・土木ともに増加



営業費用の内訳
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（単位：百万円）

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

人件費 2,255 2,366 +111 +4.9%

商品売上原価 163 205 +41 +25.5%

賃借料 185 185 △0 △0.3%

旅費交通費 140 159 +18 +13.4%

減価償却費 66 71 +5 +9.0%

ロイヤリティ 63 63 △0 △1.0%

外注費 56 41 △15 △26.7%

その他費用 444 503 +58 +13.1%

合計 3,377 3,596 +219 +6.5%

 人件費は、新入社員の採用により人員が増加
 商品売上原価は、商品売上の増加に伴い増加

セグメント情報
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（単位：百万円）

 建築CAD事業、測量土木CAD事業ともに増収増益

建築CAD 測量土木
CAD

調整額 合計

売上高 2,714 2,795 － 5,510

営業利益 678 1,228 5 1,913

（単位：百万円）

建築CAD 測量土木
CAD

調整額 合計

売上高 2,621 2,372 － 4,994

営業利益 620 931 65 1,617

（参考：前年同四半期）



建築CAD事業
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（単位：百万円）

ソフトウェアは経済産業省が実施したＩＴ導入補
助金の効果により増加

2017年7月に3Ｄバーチャル住宅展示場を公開
し、新たな広告販促を行うメディア事業をスタート

「3Ｄカタログ.com」の有料会員数は、順調に増
加
（2017年3月末2,409→2017年9月末5,505）

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

売上高 2,621 2,714 +93 +3.6%

営業利益 620 678 +58 +9.5%

（単位：百万円）
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測量土木CAD事業
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（単位：百万円）

ソフトウェアは、 国土交通省が推進する
「i-Construction」を追い風に3D点群処理システム
「TREND－POINT」の売上が増加

大手測量事務所に、測量システムの大口売上
が発生

保守サービスは、測量・土木ともに加入件数が
増加

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

売上高 2,372 2,795 +422 +17.8%

営業利益 931 1,228 +296 +31.8%

（単位：百万円）
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貸借対照表の概要
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（単位：百万円）

前第２四半期末 当第２四半期末 増減額

現金及び預金 8,187 10,070 +1,883

受取手形及び売掛金 1,609 1,677 +67

その他流動資産 703 856 +152

有形固定資産 2,587 2,530 △57

無形固定資産 56 61 +4

投資その他の資産 1,919 2,229 +309

資産合計 15,064 17,424 +2,360

前受金 1,878 2,128 +249

その他流動負債 1,781 1,989 +207

固定負債 241 338 +96

資本金、資本剰余金 3,727 3,727 －

利益剰余金 6,831 8,415 +1,584

有価証券評価差額金その他 603 824 +221

負債純資産合計 15,064 17,424 +2,360

自己資本比率 74.1% 74.4%

キャッシュ・フローの概要
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（単位：百万円）

 営業活動によるキャッシュ・フロー
税引前利益1,935百万円、減価償却費71百万円、法人税等の支払額1,046百万円

 投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入額300百万円、有形固定資産の取得による支出32百万円、無形固定
資産の取得による支出31百万円

 財務活動によるキャッシュ・フロー
配当金の支払額619百万円

前第２四半期 当第２四半期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,146 1,013 △133

投資活動によるキャッシュ・フロー △361 △364 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △458 △619 △160

現金及び現金同等物の増減額 327 29 △297

現金及び現金同等物の期末残高 7,887 9,770 +1,883



2018年3月期通期業績予想
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（単位：百万円）

前期（実績） 当期（予想）
対前期
増減率

売上高 9,970 10,100 +1.3%

営業利益 3,114 3,150 +1.1%

経常利益 3,153 3,180 +0.8%

当期純利益 2,009 2,100 +4.5%

1株当たり当期純利益 87円46銭 91円40銭

1株当たり配当金 27円00銭 28円00銭

配当性向 30.9% 30.6%


